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年
間
千
六
百
頭
の
迷
い
犬
や
野
良
猫
を
毒
ガ
ス
車
で
殺
処
分
す
る
徳
島
県
。
収
容
し
た
犬
の
「
災
害
救
助
犬
」
へ
の
育
成
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
一
人
前
の
「
災
害
救
助
犬
」
に
な
れ
る
の
は
一
年
間
に
数
頭
。
事
業
効
果
に
疑
問
の
声
。

N
P
O
法
人
に
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
、
ゼ
ロ
予
算
で
「
ひ
と
り
親
」
の
就
業
支
援
事
業
に
取
り
組
む
徳
島
県
だ
が
、
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
N
P
O
法
人
が
事
業
中
止
状
態
。
貸
与
し
た
パ
ソ
コ
ン
一
五
二
台
の
う
ち
七
十
台
が
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

 　

原
告
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
徳
島
郵
便
貯
金
事
務
セ

ン
タ
ー(

徳
島
市
南
前
川

町)

で
働
い
て
い
た
K
さ

ん
の
母
親
。
愛
媛
県
松
山

市
に
住
ん
で
い
る
。
故
K

さ
ん
は
未
婚
で
、
母
親
が

唯
一
の
相
続
人
と
な
っ
て

い
る
。
被
告
は
株
式
会
社

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
。
代
理
人

は
、
原
告
側
が
林
伸
豪
、

川
真
田
正
憲
、
堀
金
博
の

三
弁
護
士
、
被
告
側
が
高

井
信
夫
弁
護
士
だ
。

　K
さ
ん
は
岡
山
大
学
卒

業
後
、
旧
郵
政
省
に
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
、
愛
媛

で
勤
務
し
て
い
た
。
平
成

二
十
五
年
七
月
、
徳
島
郵

便
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
に

異
動
と
な
り
、
貯
金
申
込

課
運
行
担
当
と
し
て
働
い

て
い
た
。
自
殺
し
た
の
は
平

成
二
十
七
年
六
月
二
十
二

日
。
母
親
が
住
む
松
山
市
の

実
家
自
室
で
首
を
吊
っ
た
。

　
「
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
で

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
」

と
訴
え
る
原
告

　

裁
判
の
争
点
は
K
さ
ん

の
自
殺
の
原
因
。
原
告
は

「
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
た
」
と
訴

え
て
い
る
。

　

貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
貯

金
申
込
課
の
「
運
行
担
当
」

は
、
係
長
、
主
査
二
名
、
K

さ
ん
を
含
む
主
任
二
名
、
期

間
雇
用
社
員
数
名
で
構
成
さ

れ
て
い
た
。
K
さ
ん
の
す

ぐ
隣
に
上
司
で
あ
る
O
主

査
、
右
斜
め
前
に
M
主
査

が
座
っ
て
い
た
。
原
告
は
、

こ
の
両
主
査
が
K
さ
ん
に

パ
ワ
ハ
ラ
を
加
え
続
け
、
K

さ
ん
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ

と
主
張
し
て
い
る
。

　
「
両
主
査
は
、
K
を
日

常
的
に
『
亀
』
と
呼
び
捨

て
見
下
し
て
い
た
。
K
に

大
量
の
仕
事
を
押
し
付
け
、

『
こ
ん
な
仕
事
も
で
き
ん
の

か
』
と
日
常
的
に
暴
言
を

浴
び
せ
か
け
て
い
た
。 

　O
主
査
は
『
毎
日
眠
れ

な
い
』『
気
分
が
す
ぐ
れ
な

い
』
な
ど
と
日
常
的
に
言
っ

て
い
た
が
、
そ
の
原
因
が

K
で
あ
る
と
言
い
が
か
り

を
つ
け
、
あ
げ
く
の
は
て

に
は
『
K
が
隣
に
お
る
だ

け
で
イ
ヤ
』『
精
神
的
に
体

が
受
け
付
け
ん
』
な
ど
の

暴
言
を
吐
い
た
。

　

両
主
査
は
K
に
対
し
、

『
あ
り
が
と
う
シ
ー
ル
』

(

事
務
ミ
ス
未
然
防
止
票)

を
こ
と
あ
る
ご
と
に
こ
と

さ
ら
大
量
に
書
か
せ
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
た
。

　

平
成
二
十
七
年
三
月
頃
、

K
が
同
僚
に
あ
ま
り
に
も

『
死
に
た
い
』
と
口
走
る
の

で
、
心
配
し
た
同
僚
が
係

長
に
伝
え
た
際
、
両
主
査
は

口
々
に
『
死
ね
』『
勝
手
に

死
ね
』な
ど
と
吐
き
捨
て
た
」

(
原
告
訴
状
の
要
約)

。

　
「
こ
の
職
場
か
ら
一
生

出
ら
れ
な
い
」、
実
家
で

首
を
吊
っ
た
男
性
職
員

　

原
告
に
よ
る
と
、
K
氏

は
パ
ワ
ハ
ラ
に
苦
し
む
悲

痛
な
胸
の
内
を
妹
に
訴
え

て
い
た
と
い
う
。

　
「
徳
島
へ
の
異
動
直
後

か
ら
『
異
動
届
は
出
し
て

い
る
が
受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
』
と
訴
え
て
い
た
。

二
十
六
年
十
二
月
に
は
『
仕

事
を
や
め
た
い
』、
二
十
七

年
三
月
頃
に
は
『
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
だ
』『
最
近
自
分
に
車

が
突
っ
込
ん
で
こ
な
い
か
と

い
つ
も
思
う
』
な
ど
と
言
い

出
す
有
り
様
だ
っ
た
。

　

二
十
七
年
六
月
十
九
日
、

松
山
市
内
の
実
家
に
帰
っ
て

き
た
後
、同
月
二
十
日
に『
今

回
も
異
動
が
な
い
。
こ
の
職

場
か
ら
一
生
出
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。
も
う
無
理
』
と
の

絶
望
的
な
言
葉
を
発
し
て
い

た
。
そ
し
て
直
後
の
二
十
二

日
、
実
家
の
自
室
で
首
を

吊
っ
て
自
殺
し
た
」(

原
告

訴
状
の
要
約)

。

　
「
自
殺
の
原
因
は
上
司
の

パ
ワ
ハ
ラ
だ
」
と
主
張
す

る
母
親
は
、(

株)

ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
相
手
取
り
、
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
を
徳
島
地

裁
に
提
訴
し
た
。
請
求
金

額
は
逸
失
利
益
や
慰
謝
料

な
ど
約
八
千
万
円
だ
。

　
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
し

て
い
な
い
」
と
反
論
す

る
被
告

　

原
告
の
訴
え
に
対
し
て
被

告
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、「
業

務
上
の
指
導
と
は
無
縁
の
誹

謗
中
傷
な
ど
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ

て
い
た
事
実
は
な
い
。
両
主

査
や
上
司
で
あ
る
係
長
、
課

長
、
ひ
い
て
は
彼
ら
を
雇
用

す
る
被
告
が
、
K
が
自
殺

し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
債
務

不
履
行
責
任
を
負
う
理
由
は

な
い
」
と
主
張
す
る
。

　
「
両
主
査
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
該
当
す
る
行
為
を

行
っ
て
い
た
と
い
う
事
実

は
な
い
。
K
氏
を
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
で
『
カ
メ
』
と
呼

ん
で
い
た
が
、
日
常
的
に

呼
び
捨
て
に
し
て
見
下
し

て
い
た
事
実
は
な
い
。

　

両
主
査
が
必
要
も
な
い

　

徳
島
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
で
「
パ
ワ
ハ
ラ
自
殺
」

問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
四
十
三
歳
の
男
性
職

員
の
自
殺
を
め
ぐ
り
、
母
親
が
「
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ

が
原
因
だ
」
と
訴
え
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
と
約
八
千
万

円
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
争
っ
て
い
る
。「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
だ
」
と
指
摘
す
る
原
告
と
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
は
な
い
」と
反
論
す
る
被
告
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
。

は
た
し
て
徳
島
地
裁
は
ど
ん
な
判
断
を
示
す
の
か
。

の
に
、『
あ
り
が
と
う
シ
ー

ト
』
を
書
か
せ
た
こ
と
は

な
い
。
K
が
作
成
し
た
の

は
、
平
成
二
十
七
年
四
月

に
一
枚
、
五
月
に
一
枚
、

六
月
に
二
枚
で
、
特
段
量

が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。 

　

係
長
が
K
の
同
僚
か
ら

『
K
が
死
に
た
い
と
言
っ
て

い
る
』
と
聞
い
た
こ
と
は
認

め
る
。
係
長
は
同
僚
社
員
か

ら
K
が
『
首
を
吊
る
道
具

を
買
う
』
と
言
っ
て
い
た
こ

と
を
聞
い
た
こ
と
は
認
め
る

が
、
そ
の
社
員
の
口
ぶ
り
は

冗
談
め
か
し
た
言
い
方
だ
っ

た
。
両
主
査
が
そ
れ
を
聞
い

て
『
死
ね
』
な
ど
と
発
言
し

た
こ
と
は
な
い
。

　

K
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
的
な

役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、

『
里
』を『
星
』と
記
載
し
た
り
、

平
成『
二
十
七
年
』を『
二
十
六

年
』
と
記
載
し
た
り
す
る
な

ど
、
比
較
的
単
純
な
ミ
ス
を

繰
り
返
し
て
い
た
。

　

両
主
査
は
K
が
ミ
ス
を

し
た
場
合
に
、
必
要
に
応
じ

て
注
意
指
導
を
行
っ
て
き

た
。
業
務
の
適
正
な
範
囲
を

超
え
て
精
神
的
、
身
体
的
に

苦
痛
を
与
え
た
り
、
職
場
環

境
を
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
。

　

係
長
、
課
長
に
つ
い
て

も
、
両
主
査
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
行
為
を
行
っ
て
い
な

い
以
上
、
そ
れ
を
知
り
な

が
ら
放
置
し
て
い
た
事
実

も
な
い
。
原
告
の
請
求
は

棄
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

(

被
告
答
弁
書
の
要
約)

。

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
舞
台

に
し
た
「
パ
ワ
ハ
ラ
訴
訟
」。

原
告
側
か
ら
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
」
と
指
弾
さ
れ
た
職
場
で

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
は
あ
っ

た
の
か
。
首
を
吊
っ
た
社
員

の
自
殺
原
因
は
何
だ
っ
た
の

か
。
徳
島
地
裁
は
ど
ん
な
判

断
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の

事
前
申
し
込
み
を
受
け
付
け

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の

事
前
申
し
込
み
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。

【
対
象
】
平
成
二
十
七
年
四

月
一
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

で
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
人

【
対
象
住
宅
】
市
内
に
所
有

し
、
自
ら
居
住
し
て
い
る
住

宅(

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集

合
住
宅
は
専
有
部
分
、
店
舗

な
ど
と
の
併
用
住
宅
は
居
住

部
分
の
み)

【
補
助
対
象
工
事
】
▽
市
内
に

本
店
を
有
す
る
法
人
ま
た
は

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

の
施
工
業
者
が
行
う
工
事
▽

補
助
金
の
交
付
決
定
日(

六

月
下
旬
を
予
定)

以
降
に
着

手
し
、
平
成
二
十
九
年
二
月

二
十
八
日
ま
で
に
完
了
・
工

事
費
用
の
支
払
い
を
終
え
る

工
事
▽
工
事
費
用
が
三
十
万

円
以
上(

消
費
税
含
む)

ー

な
ど
の
用
件
を
満
た
す
工

事
。
【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
工

事
費(

消
費
税
含
む)

の

二
〇
％(

上
限
二
十
万
円)

【
申
し
込
み
方
法
】
事
前
申

込
書(

市
役
所
四
階
住
宅

課
や
各
支
所
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可)

に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
五
月
二
十
三

日(

月)

〜
六
月
十
日(

金)

に
、
直
接
、
住
宅
課(

電

六
二
一・五
二
八
八)

へ
。

　

郵
送
で
の
受
け
付
け
は
不

可
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

 　

今
回
は
大
阪
ジ
ャ
ズ

の
大
御
所
、「
R
U
G
 

T
I
M
E
大
阪
」
を
紹

介
す
る
。
場
所
は
御
堂

筋
沿
い
の
ア
ク
ロ
ス
ビ

ル
四
階
だ
。
広
々
と
し

た
店
内
は
き
さ
く
な
雰

囲
気
。
気
兼
ね
無
く
気

楽
に
楽
し
め
そ
う
だ
。

　

今
夜
の
バ
ン
ド
は
五

人
組
の
「
ア
リ
コ
・
イ

リ
ス
」。
ボ
ー
カ
ル
兼
ギ

タ
ー
は
浦
田
博
信
、
サ
ッ

ク
ス
は
遠
藤
真
理
子
、

ピ
ア
ノ
は
八
木
尚
子
、

ベ
ー
ス
は
山
下
秀
哉
、

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
池

田
安
友
子
だ
。

　

ひ
と
際
目
を
引
く
の

は
、
サ
ッ
ク
ス
の
遠
藤
真

理
子
さ
ん
。
女
性
サ
ッ
ク

ス
奏
者
と
い
う
以
上
に
彼

女
の
ル
ッ
ク
ス
に
客
席
は

釘
付
け
、
し
か
も
テ
ク

ニ
ッ
ク
も
抜
群
だ
。

　

演
奏
も
パ
ワ
フ
ル

で
、
ト
ー
ク
も
O
K
。

「
R
U
G
 T
I
M
E
」
の

ナ
イ
ト
シ
ョ
ー
を
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
。

　

遠
藤
真
理
子
さ
ん
は
、

四
歳
で
ピ
ア
ノ
を
始
め
、

十
四
歳
で
サ
ッ
ク
ス
に

目
覚
め
、
音
大
を
卒
業

し
た
と
い
う
。
既
に
ア

ル
バ
ム
も
出
し
て
い
る
。

石
川
さ
ゆ
り
等
の
大
物

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の

共
演
も
多
い
。

　

た
だ
、「
R
U
G
 T
I

M
E
大
阪
」
で
ア
ル
コ
・

イ
リ
ス
と
し
て
共
演
す

る
の
は
二
カ
月
に
一
度

だ
と
か
。
次
の
公
演
日
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
来
店
し
た

い
と
こ
ろ
だ
。

　

当
日
の
ナ
ン
バ
ー
は
、

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
「
青

春
の
輝
き
」、
バ
リ
島
で

作
曲
し
た
と
い
う
オ
リ

ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
の
「
テ

レ
マ
カ
シ
」
な
ど
。
バ

リ
島
の
曲
は
浦
田
氏
の

イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
。

愛
嬌
あ
る
楽
し
い
楽
曲

は
観
客
の
心
を
和
ま
せ

る
。
陽
気
な
ラ
テ
ン
風

の
曲
で
店
内
の
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
る
。 

　

バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
の

浦
田
氏
は
大
手
企
業
の

C
M
ソ
ン
グ
な
ど
も
手

掛
け
て
い
る
と
い
う
。
作

曲
、
編
曲
、
演
奏
と
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
だ
。

　
「
ア
リ
コ
・
イ
リ
ス
」

と
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
虹

の
事
。
陽
気
で
明
る
い

彼
等
の
ラ
イ
ブ
は
要

チ
ェ
ッ
ク
だ
。

▲サックスの遠藤真理子さん。彼女
の奏でる音は、軽快で心地良い。眼
を閉じて聞き入ると南国にいる気分
になるから不思議だ。

■ライブハウス情報
▶TEL/FAX 06-6214-5306 ▶住所 / 
大阪市中央区心斎橋筋2-6-14 アクロ
スビル4F ▶地下鉄心斎橋駅 4番出口
より徒歩5分 ▶年中無休 ▶収容人数
/80人 ▶サービス料 /チャージ+飲食
代に別途サービス料10%

訂正とお詫び…１月１５日号掲載の「サロンドあいり」様の料金システムは、「4,000 円（お食事 +１ドリ
　　　　　　　ンク込み）」です。訂正して御詫び申し上げます。

徳島貯金事務センター


